






研究目的 

低出生体重児は妊娠週数を考慮していわゆる早産未熟児と満期産未熟児に分けることがで

きる。早産未熟児は母体からの免疫グロブリンの移行が不充分であるために,当然のことな

がら感染抗性が減弱していると考えられる。一方,満期産未熟児については母体の異常,胎

盤の異常,児そのものの異常があるために胎内発育が不充分であったと考れられる。このよ

うな背景をもった未熟児群と正常児群との間に疾患罹患に差がみられるものか否か検討さ

れた報告は少ない。今回,われわれは従来より追跡調査していた「異常児発生要因調査」の

新生児について,罹患疾患の分析を試み正常児群と未熟児群との間に差がみられるものか

どうかを検討した。 


